
キャラクター名 プレイヤー名
回避力 防護点技能 鎧と盾 ランク

ファイター 鎧

グラップラー 盾
種族 種族特徴 フェンサー

生まれ 性別 年齢 シューター 回避技能 合計値

経歴
武器 用法 命中力 威力 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

経験点 2d+ 

2d+ 能力値 A-F 成長 他修正 能力値 ボーナス 技能 Lv. 技能 Lv.

技
器用度 2d+ 
敏捷度

体
筋力 一般装備品 ○□□○□□
生命力 ○□□○□□ ○□□○□□

心
知力 ○□□○□□ ○□□○□□
精神力 ○□□○□□ ○□□○□□

○□□○□□ ○□□○□□
戦闘特技 言語 会話 読文

○□□○□□ 所持金 預金・借金
p p

○□□○□□ G G
p p
p p 制限移動 通常移動 全力移動 回避 防護点 HP 魔法技能 Lv. 魔力 魔法技能 Lv. 魔力
p p

m m m 2d+
p p
p p 先制力 生命抵抗 精神抵抗 MP

p p 2d+ 2d+ 2d+ 2d+
p p
p p

装備品 説明 装備品 説明
p p

頭
p p

耳

顔
名誉アイテム 点数

首

背中

右手 左手

腰

足

その他

その他メモ

名誉点 所持

技能
レベル

基本
命中力

基本
回避力

基本追加
ダメージ

必要
筋力

その他補正(防具習熟/回避行動　etc) 

冒険者Lv 必要
筋力

命中
修正 C値

追加
ﾀﾞﾒｰｼﾞ

(消耗チェック)

魔物知識/弱点

練技/呪歌/騎芸/賦術

自動失敗
チェック

□□□□⑤
□□□□⑩
□□□□⑮
□□□□⑳
□□□□㉕
□□□□㉚
□□□□㉟/合計

クロノワール

ヴァルキリー

神官

10

350

戦乙女の光羽、戦乙女の祝福

女性 19

誰かを救ったことがある
魔物を倒したことがある
神の声を聞いたことがある

7

9

10

11 13 12 43 + 2 7

3 9 12 31 5

9 15 12 45 + 5 8

7 2 18 3

5 15 12 42 + 2 7

12 9 31 5

ファイター

プリースト/月神　シーン

セージ

エンハンサー

アルケミスト

ライダー

10

9

9

6

1

10

タフネス

鋭い目

弱点看破

マナセーブ

魔法拡大/数

武器習熟/スピア

マルチアクション

超頑強

魔力撃強化

魔力撃

武器習熟II/スピア

頑強

2122

2120

2121

2123

226

221

2125

IB29

IB32

IB39

221

IB29

交易共通語

神紀文明語

ドラゴン語

ドレイク語

汎用蛮族語

魔神語

魔動機文明語

魔法文明語

妖精語

(任意)

○ ○

○

○

○

○ ○

○

○ ○

○ ○

○

○ ○

マッスルベアー

キャッツアイ

ガゼルフット

ビートルスキン

ジャイアントアーム

スフィンクスノレッジ

デーモンフィンガー

ケンタウロスレッグ

攻撃阻害

騎獣強化

HP強化

高所攻撃

人馬一体

特殊能力開放

HP超強化

超高所攻撃

チャージ

騎獣超強化

特殊能力完全開放

極高所攻撃

探索指令

クリティカルレイ

装飾品専用化

武器専用化

防具専用化

恩寵：リュッケンのクロチルド

幸運

イレブンマント

100

0

50

300

180

855 1485

10 17 15 18

0

0

0

スヴィエート 48

18

13

15ファイター

オラシオン
イグニダイト加工,魔法の武器+１、銀製、キャッツ、マッスル、超高所、極高所、魔力撃強化、飛行込み

2H 48 10 27 10 33 75

冒険者セット

魔晶石(3点）x125

マテリアルカード金　Ax25

ドラゴネットの専有許可証

ウィンドコート

ブレ―ドホーン

騎獣縮小の札三x5

2000

3 33 99 18 15 95

19/18 0 14 16 60

神聖魔法 9 16

イレブンハット

シーンの聖印

小熊の爪

イレブンマント

イレブン式怪力の腕輪改三

アルケミーキット

叡智の腕輪

巧みの腕輪

マッスルベアー効果+１

いつもどこか遠くを見ている、いつも一人だけ違うところを見ている。穏やかで優し気な口調に反し、巨大な槍で立ちふさがるもの全てを排
除するその在り方はどう見ても歪だった。
「全ては愛する人々の為に、弱い私は必要ありません」すべての人々を愛す、そんなことを言いながら彼女は立ちふさがるものを殺す。「嫌
いなものも人も、ありませんし、いませんよ」だってそんなものはすぐに排除してしまうから
彼女が何かを殺す理由、それはすべての者を愛するため、愛せない者をすべて壊して愛せるものだけを残す。
この世界には愛せない者もいる、その事実を知ってしまったから、いらないものは壊してしまおう、大丈夫、簡単なことだ、いらない玩具を
捨てるように、愛せない者は皆斬って捨ててしまえばいい。だってほら、人はとってももろいでしょう？

自分の行いの愚かさに、気が付いていないわけではありません、わかっていないわけではありません、でも、こうすればだれも近づかないで
しょう？狂った魔女を演じていれば、だれも私には近寄らない。そうしたらほら、私はずっと孤独なまま。
どうしてこんなことをわざわざするのか、ですか？簡単なことですよ、これは、私自身への罰なのです。
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